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重要な事実 

 

・統合失調症は、世界中で 2100 万人以上が患っている重度の精神障害である。 

 

・統合失調症は、思考、知覚、感情、言動、自己感覚と行動の歪みを特徴とする。一般的

に経験されるものとしては、幻聴や妄想などがある。 

 

・世界的に、統合失調症は相当な障害を伴っており、教育や業務上の能力に影響を与える

ことがある。 

 

・統合失調症患者は、一般の人々より早死にする可能性が 2～2.5 倍高い。これは、多くの

場合、心血管系、代謝系や感染性の疾病などの身体的な病気によるものである。 

 

・統合失調症患者への偏見、差別、人権蹂躙が広く行われている。 

 

・統合失調症は治療可能である。薬剤を用いた治療や社会心理的支援は効果的である。 

 

・生活介助、住宅支援、雇用支援の促進は、統合失調症患者のための効果的な管理戦略

である。 

 

ⓒ World Health Organization  

この文章は、日本 WHO協会が WHOのメディアセンターより発信されているファクトシ

ートのキーファクト部分について、2014年 3月に WHO本部より付与された翻訳権に基

づき作成したものです。 

ファクトシートには、訳出部分以外にも当該案件に関する基本的情報や詳細情報へのリ

ンク先などが示されていますし、また最新事情に合わせて頻繁に見直しが行われますの

で、更新日時の確認を含め WHOホームページでの原文をご確認ください。 

 Schizophrenia      ファクトシート原文は こちら 

http://www.who.int/mediacentre/factsheets/fs397/en/

